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 ※過去の写真は「幻の集落 根利山」より転載 

 
こ
ん
に
ち
は
。
中
国
・
北
朝
鮮
の
動
向
は
つ
ね
に
、
日
米
安
保
条
約
や
自
衛
隊
強
化
の
口
実
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
米
海
兵
隊
の
M

V

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
へ
の
強
行
配
備
と
、
尖
閣
諸
島
問

題
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
軍
事
の
専
門
家
か
ら
疑
問
の
声
が
相
次
い
で
い
ま
す
。 

 

２
０
０
５
年
１０
月
の
在
日
米
軍
再
編
合
意
に
は
、
「
日
本
は
…
島
嶼
（
と
う
し
ょ
）
部
へ
の
侵
略
と
い

っ
た
、
新
た
な
脅
威
や
多
様
な
事
態
へ
の
対
処
を
含
め
て
、
自
ら
を
防
衛
し
、
周
辺
事
態
に
対
応
す
る
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
尖
閣
諸
島
な
ど
が
占
領
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
日
本
の
責
任
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

軍
事
専
門
家
は
、「
相
手
が
艦
隊
や
戦
闘
機
を
出
動
さ
せ
れ
ば
、
オ
ス
プ
レ
イ
で
飛
ん
で
い
っ
て
も
撃
ち 

落
と
さ
れ
る
だ
け
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
敵
地
に
乗
り
込
ん
で
、
レ
ー
ダ
ー
網
を
破
壊
し
な
い
と
い

け
な
い
が
、
尖
閣
の
た
め
に
米
国
が
そ
こ
ま
で
や
る
か
は
疑
問
」
と
語
っ
て
い
ま
す

が
、
領
土
問
題
で
の
外
交
・
政
治
戦
略
が
欠
如
し
た
ま
ま
、
軍
事
的
対
応
の
強
化
を

叫
ぶ
だ
け
で
は
、
発
想
の
貧
困
を
さ
ら
け
出
す
だ
け
で
し
か
あ
れ
ま
せ
ん
。 

 ７日に東京でおこなわれた、第２３回全国消防操法大

会ポンプ車の部に群馬県代表として出場した沼田市消防

団第４分団は、１８２．５０点で準優勝となりました。 

 全国大会では優勝が１チーム、準優勝が３チーム、優

良賞５チームが選ばれ、第４分団は、

全国４番目の成績で（２番目から４

番目のチームが準優勝）準優勝に輝

き、初出場で偉業を達成しました。 

 ５月１０日から沼田市消費生活センターおこなわれて

いる食品等放射性物質検査の件数は、今月４日で２１１

件（自家栽培などの自家消費用食品１５３件、店舗等で

購入した食品５８件）となりました。 

 このうち８件が、５０ベクレルを越え確定検査がおこ

なわれました。 

 群馬県では、沼田市産の乾ししいたけ、野生のキノコ

類、薄根川のイワナとヤマメ、イノシシとクマの肉（県

全域）について出荷制限等をおこなっています。 

 福島第一原子力発電所事故による放射性セシウムの除染作業がすすめら

れている、国が汚染状況重点調査地域に指定された沼田市など１２市町村

に対し国は、簡易な除染以外は補助しないと伝えたとの報道がありました。 

 １５日に開かれた市議会、民生福祉委員協議会で大東議員はこの問題を

取り上げ、市の対応などを質しました。 

 担当課長は、「アスファルト・コンクリートのは 

ぎ取り、芝のはぎ取りなどは認められない。市とし 

ては除染を途中で取りやめることはできない」との 

考えを示し、国が補助しない部分については、「東 

電に補償請求することも考えたい」と答えました。 

 沼田市の高齢化率（人口に６５歳以上の人の占める割合）は４月１日現

在２６．９％で、全国平均の２３．３％を３．６ポイント上回り、７年前

と比較すると３．５ポイント上昇し、高齢化が確実にすすんでいます。 

          高齢化率が最も高いのは、根利の５４．９％、次に

高いのが南郷の５１．２％でした。 

          高齢化がすすむ沼田市にとって、老後を安心してす

ごせるよう、介護・医療の充実、移動手段の確保、生

きがいづくりなど高齢者福祉の充実が急がれます。 

 


